
図－1 福岡県，佐賀県，長崎県および熊本県のアサリ漁獲量の推移 

（出典：農林水産省 統計情報 年次別 漁業・養殖業生産統計年報） 
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1.はじめに 
全国各地の閉鎖性水域では，窒素やリン等の栄養

塩類の流入に加え，底泥からの栄養塩の溶出により

富栄養化が促進され，水域内での貧酸素化と底質の

ヘドロ化が進行し，底生水生生物に大きな影響を与

えている．図-1 は農林水産省のアサリ漁獲量の推移

を示している．この図から，有明海に面する 4 県お

よび全国のアサリの漁獲量は，1983年頃から減少し，

1990 年頃には有明海において 1万トン以下まで減少

していることがわかる．このアサリ漁獲量が減少し

た原因として挙げられる底質のヘドロ化は，ヘドロ

中の硫化水素がアサリの呼吸を阻害し，浮泥はアサ

リの呼吸阻害と共に濾過や摂餌を妨害する要因とし

て取り上げられることが多い 1）とされている．その

ため，底質のヘドロ化によるアサリ等の二枚貝の生

息環境が悪化する問題は,早急に改善が求められて

いる． 

 そこで本研究室では，ヘドロ浄化効果が期待され

ているフルボ酸鉄シリカ資材に着目し，この資材に

より底泥表面での微生物の分解反応を促進し，底質

環境を適切な状態へと改善させることを目的として

研究を進めている。 
 

 
2. フルボ酸鉄シリカ資材の概要 
フルボ酸鉄シリカ資材は主に木クズ,下水汚泥,食

品腐敗物等のリサイクル原料の発酵処理品とシリ

カ・鉄からなる添加物を混合したもので，資材中に

はフルボ酸鉄，可溶性シリカ等の環境改善に必要な

成分が含まれている。人工的に容易で安価に製造が

可能で，ヘドロを分解しアサリの餌となる植物プラ

ンクトンが増殖する効果が期待されている． 

 

3. 福岡大学 長洲町干潟再生工法  
 福岡大学長洲町干潟再生工法とは，2015年 7月か

ら熊本県玉名郡長洲町沿岸干潟において行っている

フルボ酸鉄シリカ資材の実証研究をもとに考案した

干潟環境改善工法である．施工方法は 15㎏のフルボ

酸鉄シリカ資材を船から投下し，5ｍ格子の千鳥状

（図-2）に設置する．図-2 は熊本県玉名郡長洲町沿

岸干潟に施工した施工図（20ｍ×100ｍ）で，施工初

期に資材を 53袋設置した． 
 

 
 
図-2 福岡大学 長洲町干潟再生工法の施工図 
 

4．研究目的 
 既往の研究からフルボ酸鉄シリカ資材が，底質環

境の改善に効果があることが実証されてきた． 

 本研究では研究中の施工区域内（20m×100m）を対

象として，施工区での研究結果を基に福岡大学長洲

町干潟再生工法の費用対効果を明らかにする．費用

対効果は研究結果を基に仮定した，施工後から 2 年

後に施工区域内で漁獲可能なアサリの総漁獲高と総

施工費を用いて算出する．また有明海全体において，

この工法が適用可能な最大の面積を求め，施工した

区域内において，実証研究結果と同様な効果がみら

れると仮定した場合に，アサリ漁獲量から得られる

経済効果を算出する． 

 

5．費用対効果の算出・結果 
フルボ酸鉄シリカ資材１袋の値段が未定のため，

１袋の価格の最大を 10000 円として，5000 円，1000

円の A～Cパターンに分けて，施工区域に掛かる総施

工費を算出する．資材数は 1年ごとに 25袋ずつ追加

するとして，3年間で 103 袋使用する．また，施工費

（人件費+船賃）は長洲町干潟で施工した際に掛かっ

た費用 10万円を参考にすると総施工費は，A～Cの順
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パターン
アサリの漁獲高

（万円）
総施工費（万円） 費用対効果

Ａ 117.6 113 1.04
Ｂ 117.6 61.5 1.91
Ｃ 117.6 20.3 5.79

に 113 万円，61.5万円，20.3 万円となる． 

 次に，アサリの総漁獲高を求める．既往の研究結

果より，施工後から 2 年後に施工区内でアサリ（漁

獲可能な殻長 30㎜）が年間 1㎡当たり 300 個漁獲可

能と仮定する．また，有明海に生息する殻長 30㎜の

アサリは 1 個あたりの平均湿重量が 4.9g であり 2），

アサリの出荷額は長洲町の出荷額を参考に 1 ㎏当た

り 400 円とすると，アサリの総漁獲高は 117.6 万円

である． 

これらにより算出した 3 パターンごとの福岡大学

長洲町干潟再生工法の費用対効果を図-3 に示す．図

-3 より，Ａ～Ｃすべてのパターンにおいて，費用対

効果が１を超えていることがわかる． 

 
図-3 パターン A～C の費用対効果 

 
6．有明海全体における資材の適用範囲 
 有明海のような閉鎖性水域では，上記でも述べた

ように，底泥のヘドロ化により生物の生息環境が悪

化し，生態系に大きな影響を与えている．既往の研

究により，フルボ酸鉄シリカ資材がヘドロを分解し，

底質環境を改善することが実証されてきた．そこで， 

環境改善が期待できる福岡大学・長洲町干潟再生工

法の，有明海全体における適用可能範囲を求める． 

 フルボ酸鉄シリカ資材は，水中の溶存酸素と資材

に含まれるフルボ酸が，光エネルギーによって反応

し，ヘドロを酸化分解するヒドロキシラジカルを生

成するため，資材がヘドロを分解するためには光エ

ネルギーが必要である．海域における有光層は水深 5

ｍであると仮定すると，資材の適用条件は，最低水

深（干潮時の水深）が 5m以下の場所となる．JODC（日

本海洋データセンター）の水深データよりこの領域

を算定すると，福岡大学・長洲町干潟再生工法の適

用範囲は図-4となった．図-4より，有明海全体のお

ける資材が適用可能な面積は最大で約4億8300万㎡

であり，広範囲に適用可能であることがわかる．ま

た，アサリの生息域は水深 5ｍ以下が最も適している

ため 3），資材を施工した区域内で上記の仮定と同様

に1㎡当たり300個のアサリが漁獲可能だとすると，

施工から 2 年後に有明海全体から得られるアサリの

年間漁獲金額は約 284 億円となり，大きな経済効果

を生み出せると考えられる． 

 
7．考察 
 既往の研究結果を基に費用対効果を算出したが，
Ａ～Ｃの全パターンにおいて，費用対効果が１を超
えることがわかった．また，今回はアサリのみの漁
獲金額で費用対効果を算出したが，長洲町での現場
調査においてアサリ以外の二枚貝やカニ・エビなど

も生息できる環境になっていることが明らかになっ
ているので，さらなる効果を生み出すことが期待さ
れる．福岡大学・長洲町干潟再生工法は広い範囲に
適用することが可能であり，二枚貝などの水産資源
の増加だけではなく,他の海産物に対しても環境改
善効果が見込まれるため,環境改善の付加価値とい
う面からも検証が必要であると考えられる． 
 
8.まとめ 
 福岡大学・長洲町干潟再生工法を用いると，環境
改善のみならず，アサリなどの二枚貝をはじめとす
る水産資源の増加が期待できる．また，有明海にお
いて広範囲に適用可能であるため，環境改善に有効
な対策法であると考えられる．  

  図-4 有明海における資材が適用可能な範囲 
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